
シンプルな帆走指示書（Sailing Instruction）のガイド 
資料参考（US Sailing Guide to Writing Simple Sailing Instructions）（プル




























































































































このガイドはＪＳＡＦ外洋系団体で一般的に開催される、フリート、クラブかローカルのレガッタのような
大会のＳＩ（Sailing Instruction）製作ガイドです。 
まず{　}内に記入する必須事項　資料を用意します。資料を、要求される{　}に記入します。

「　　」のオプションを適切に選択します。 追加の指示が必要かどうかの判断はＲＲＳの付則J2を参照、

 追加の指示の文言、あるいはより複雑な大会については、付則L.を参照してください。 
　公示と重複しないように注意！
{大会名} 
{開催場所および期日}  
帆走指示書 
1 規則 
本レガッタは、『セーリング競技規則』で定義している規則によって統制される。 
　　　　　　　　　　ＲＲＳ2009-2012
2 参加 申し込み
競技者は [参加費用{￥○○○○}]　を{○月○日○○時までに}を振込、

{○月○日○○時}までに必要事項を記入した申込用紙を{提出場所の説明}提出する事。 
　公示に記載、規定している場合は削除。

3競技者への通告
競技者への通告は　{場所の説明}　の公式掲示板に掲示する。 
4 陸上で発する信号 
陸上で発する信号は{場所の説明}　に掲揚する。陸上で延期信号（AP旗掲揚）を発する場合、
AP旗　降下後{○○分}　以内に予告信号を発することはない。 
5 スケジュールおよびクラス旗 
[艇長会議は{日時及び場所 }で開催する] 
最初のレースの予告信号は [{日時}]に発する。[複数のクラスの場合以下{日時}、{日時};{日時}]...。
 その後のレースは[各　日]、前のレースが終しだいできるだけ速やかに行う。 
クラス旗は[説明]とする。複数クラスの場合[説明] [説明]・・・とする。 
6 レース海面 
レース海面は{説明、できれば図もつける }とする。 
7 コースおよびマーク 
コースは{説明、図も必要であれば付ける}とする。 [指定するコースが複数の場合それぞれ

{説明、図も必要であれば付ける}・・・]とする。
 マークは{説明}とする。すべてのマークについて記述する。 
[付属の見取り図はコース、帆走方向の指示、各マーク通過の順番のおよび通過する側（Ｐ＆Ｓ）を記述する。] 
8 スタートおよびスタート＆フィニッシュのライン  
スタート・ラインは{・・・と・・・の間。解りやすく記述}とする。
フィニッシュ・ラインは{・・・と・・・の間。解りやすく記述}とする。
タートはＲＲＳ26　を適用する。[別の方法の場合詳しく記述する]
9　タイムリミット
各レースのタイムリミットは{日時：最初の艇がフィニッシュするべきための締め切り時刻 }　とする。
[RRS35を変更する場合、詳しく記述する]
10 プロテスト 
プロテストはレース委員会が定める、{抗議締め切り時刻：詳しく記述}内に{抗議受付場所}に提出すること。受け取られたプロテストのリストおよび抗議締め切り時刻は公式掲示板に掲示する。

 審問は、毎日レース終了後、{審問行う場所}で、できるかぎり速やかに開催する。 
11 スコアリング 
シリーズは{数}レースとする。{1}レースの完了によりシリーズは成立とする。

 [シリーズの得点は全レースとする、これはRRS90.3および付則A2を変更]。
レースでタイ（修正時間が同じ）がある場合は、[ハンディキャップ{TCC,TMF,その他記述}の 
低い艇を上位とする。これはRRS付則A7を変更]
以上はSIガイドであり、最低限この程度の記載が必要と思われる。


